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～今年、倉吉市は市制５５周年を迎えます～

▲市制５５周年記念ロゴマーク
　ひらがなの「くらよし」と「５５」を表す５つの頂点を持つ星
で、きらめく５５年間と、ともに手を携えて、輝かしい未来
へ伸びゆく倉吉市民を表現しています。

倉吉市の「顔」はどの鳥？
～「市の鳥」を皆で選びましょう～
※ 詳しくは、２ページをご覧ください。　
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平成２０年７月号

セグロセキレイ

尾を上下する独特の動きは
セキレイ類の特徴。人家近く
で子育てし、水辺で採餌。近
似種ハクセキレイと競合中。

⑥ フクロウ

パラボラアンテナの役目をす
る顔面で音を集め、暗闇でネ
ズミを捕獲、森林を守る。愛
きょうを感じ、昔から人気。

⑦ ホオジロ

林縁のこずえでさえずる姿
はよく目立つ。聞き方に地方
色があり、倉吉では「弁慶皿
持って来い」と鳴くという。

⑧シラサギ

ダイサギ、チュウサギ、コサ
ギ、アマサギと水田に見られ
る白いサギの総称。集団で営
巣するコロニーを作る。

⑤

メジロ

倉吉市の木ツバキの花粉媒介
をする鳥。代償に甘い蜜の提供
を受けている。メジロと蜜の
取り合いをした人もあろう。

⑨ モズ

宮本武蔵も描いた絵になる
鳥。「キィーキィー」と高鳴き
で自己の存在と秋を告げる。
人家近くの垣根や薮で生活。

⑩

＜写真提供＞

長谷川 寿一さん

細 谷  賢 明さん

田 中  一 郎さん

＜コメント＞

倉吉市「市の鳥」

選定委員

國 本  洸 紀さん

カワセミ

飛ぶ宝石と呼ばれる美しい
鳥。水中に飛び込んで魚を捕
えるため、きれいな水環境が
必要。巣は崖などの土穴中。

③イソヒヨドリ

近年、本来の生息地の磯海岸
から市街地に分布を広げて
きた鳥。ツグミの仲間で姿も
美しく、さえずりもよい。

① キジバト

「デッデッポーポー」とけだる
い鳴き声はのどかな田園風
景。人家の植え込みにもよく
巣を掛け、人のそばにも来る。

④② カッコウ

鳴き声に特徴があり、その
まま種名になった。オオヨ
シキリなどに子育てを託す
変わった習性をもつ夏鳥。
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【 投 票 期 間 】平成２０年７月５日（土）～７月３１日（木）【必着】

【 投 票 資 格 】①倉吉市内に住所を有する人

②倉吉市内にお勤め、通学する人

③倉吉市出身の人

※投票は１人１回限りです。

【 投 票 方 法 】①市内に設置している投票箱に専用の投票用紙で投票

② 必要事項を記入のうえ、以下のいずれかで投票

　（投票用紙を倉吉市ホームページからダウンロードすることもできます）

　　(1) 郵送（〒 682-8611　倉吉市役所総合政策室「市の鳥」あて）

　　(2) 電子メール（E-mail:kikaku@city.kurayoshi.tottori.jp）

　　(3) FAX（い２２―８１４４）

③ホームページからの電子投票

　　http://www.city.kurayoshi.tottori.jp/p/gyousei/div/sogoseisaku/

【投票の必要事項】・ 倉吉市「市の鳥」にふさわしいと思われる鳥１羽を選んでください。
　※表紙を参考にしてください。

・住所

・名前（ふりがな）

・勤務先または学校名

・電話番号

【 投 票 場 所 】市役所本庁舎、関金支所、各地区公民館、交流プラザ、湯命館、ＪＲ倉吉駅、

パープルタウンインフォメーション、倉吉市内のスーパーマーケットなど

※詳しくは、投票所に設置の候補一覧、倉吉市ホームページ新着情報をご覧ください。

【 賞　 品 】投票により決定した「市の鳥」に投票した人の中から抽選で、倉吉市の特産品

などをプレゼントします。なお、当選者の発表は賞品の発送をもって代えさ

せていただきます。

【 そ の ほ か 】投票により得た個人情報は、当選者への通知、賞品の発送以外のいかなるこ

とにも使用しません。また、賞品を発送した後の投票用紙はすべて裁断処理

をします。

倉
吉
市
に
ふ
さ
わ
し
い

に

※
問
合
せ
先

：

総
合
政
策
室（
あ
２
２―

８
１
６
１
／
い
２
２―

８
１
４
４
）

　

倉
吉
市
は
、
市
制
55
周
年
に
あ
た
り
、
緑
豊
か
な
風
土

と
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
心
の
象
徴
と
し
て「
市
の
鳥
」

を
制
定
す
る
予
定
で
す
。

　

制
定
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
選
定
委
員
会
で
10
種
の
鳥
を

候
補
に
選
び
ま
し
た
。

〈
候
補
を
選
ん
だ
基
準
〉

①  

国（
キ
ジ
）、
県（
オ
シ
ド
リ
）、
近
隣
自
治
体
が
制
定

し
て
い
な
い
も
の

② 

見
た
目
、
鳴
き
声
が
き
れ
い
な
も
の

③ 

種
の
認
識
が
容
易
に
で
き
る
も
の

④ 

毎
年
、
市
内
の
広
い
範
囲
で
観
ら
れ
る
も
の

　　

こ
の
候
補
の
中
か
ら「
市
の
鳥
」
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と

思
う
鳥
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
数
の
多
い
鳥
数
種
の
中
か
ら
選
定
委
員
会
が
最
終

決
定
し
ま
す
。倉吉市制５５周年



（3）平成 20.7
倉吉市観光協会ホームページで第３２回倉吉打吹まつりの最新情報を公開中　http://www.apionet.or.jp/kankou/

市
制
55
周
年
事
業

倉吉市制５５周年

レ
ト
ロ
の
夏

倉
吉
の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
倉
吉
打
吹
ま

つ
り
」
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

各
種
部
門
の
参
加
者
・
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

＊
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。                     

８
月
９
日
Ч
・
10
日
С

イ
ベ
ン
ト

■
み
つ
ぼ
し
踊
り

　

と　

き　

８
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

   
午
後
７
時
30
分
〜

　

と
こ
ろ　

銀
座
通
り

　

参
加
資
格　

１
チ
ー
ム
10
人
以
上

　

応
募
締
切　

７
月
10
日
（
木
）

　

※
申
込
・
問
合
せ
先

：
打
吹
ま
つ
り
実
行
委

　

員
会
運
営
本
部
事
務
局
（
あ
０
８
０―

６
３
３

　

１―

７
８
２
７
／
い
２
２―

８
１
３
６
）

　

＊
審
査
・
賞
金
は
あ
り
ま
せ
ん

　

＊
踊
り
の
指
導
を
希
望
す
る
場
合
は
講

師
を
派
遣
し
ま
す（
１
団
体
２
回
ま
で
は

無
料
）。

■
屋
台（
山
車
）・
牛
鬼
・
女
み
こ
し

　

概　

要
・
屋
台
と
牛
鬼
を
綱
で
引
い
て

銀
座
通
り
を
大
パ
レ
ー
ド
し
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
募
集

            

・「
子
ど
も
牛
鬼
隊
」も
募
集

　
　
　
　

 

・「
女
み
こ
し
」担
ぎ
手
募
集

　

と　

き  

８
月
９
日
（
土
）午
後
３
時
〜

　

と
こ
ろ　

各
出
発
地
点
〜
銀
座
通
り

　

特　

典　

参
加
者（
子
ど
も
）に
は「
ゲ
ー  

ム
プ
レ
イ
券
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

打
吹
ま
つ
り
実
行
委

　

員
会
運
営
本
部
事
務
局
（
あ
０
８
０―

６
３
３

　

１―

７
８
２
７
／
い
２
２―

８
１
３
６
）

■
飛
天
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ（
ワ
ッ
ソ
）

　

概　

要　

各
チ
ー
ム
が
創
作
み
こ
し

　
　
　
　
　

ま
た
は
、
自
由
な
パ
フ
ォ
ー

             

マ
ン
ス
で
盛
り
上
が
る
。

　

と　

き　

８
月
９
日
（
土
）午
後
６
時
〜

　

と
こ
ろ  

打
吹
公
園
通
り

　

種　

別　

①
女
性
み
こ
し
・
踊
り
隊

　
　
　
　
　

 

「
飛
天
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
」

　
　
　
　
　

②
こ
ど
も
み
こ
し
踊
り
隊

　
　
　
　
　

 

「
鼓
童
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
」

　
　
　
　
　

③
飛
天
に
ぎ
わ
い
隊

　
　
　
　
　

 

「
キ
ャ
ラ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
」

　

※
各
種
賞
金
・
賞
品
あ
り

　

応
募
締
切　

７
月
25
日（
金
）

　

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
運
営
協

　

議
会　

谷
口（
オ
シ
ャ
レ
ハ
ウ
ス
姫
内
）（
あ
／

 
 

い
２
３―

５
７
７
１
）

■
打
吹
天
女
コ
ン
テ
ス
ト

　

と　

き　

８
月
10
日
（
日
）午
後
６
時
〜

　

と
こ
ろ　

飛
天
夢
広
場
ス
テ
ー
ジ
（
倉

吉
大
橋
付
近
河
川
敷
）

　

対　

象 
倉
吉
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

 　
　
　
　

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

   

応
募
締
切　

７
月
18
日
（
金
）必
着

　

 

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

新
日
本
海
新
聞
社
中

　

部
本
社
（
あ
２
６―

８
３
４
０
／
い
２
６―

　

８
３
１
０
）

■
ち
び
っ
子
の
ど
自
慢
参
加
者
募
集

　

と　

き　

８
月
10
日（
日
）

　

と
こ
ろ　

飛
天
夢
広
場
ス
テ
ー
ジ
（
倉

吉
大
橋
付
近
河
川
敷
）

　

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
新
聞
紙
上
な
ど

で
発
表
し
ま
す
。

　

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
商
工
会
議
所
青
年
部

  

（
あ
２
２―

２
１
９
１
／
い
４
７―

１
０
２
３
）

出　

店

■
楽
市
楽
座

　

概　

要　

花
火
会
場
で
の
出
店

　

と　

き　

８
月
10
日
（
日
）
午
後
４
時

　
　
　
　
　

30
分
〜

　

と
こ
ろ　

飛
天
夢
広
場
（
倉
吉
大
橋
付

　
　
　
　
　

近
河
川
敷
）

　

対　

象　

中
部
地
区
の
団
体
お
よ
び

個
人
（
先
着
順
で
倉
吉
市
の

人
を
優
先
）

　

募
集
数　

20
テ
ン
ト

　

出
店
料　

２
万
円

　

募
集
期
間　

７
月
７
日
（
月
）
午
前
８

時
30
分
〜
11
日
（
金
）
正
午

　

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
直

接
提
出（
郵
送
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

　

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

打
吹
ま
つ
り
実
行
委

   
員
会
運
営
本
部
事
務
局
（
あ
０
８
０―

６
３
３

   
１―
７
８
２
７
／
い
２
２―

８
１
３
６
）

■
く
ら
の
い
ち

　

概　

要 

自
慢
の
家
庭
料
理
、
お
店
の
名

物
料
理
を
一
堂
に
介
し
て
、
今

年
も
く
ら
の
い
ち
を
盛
大
に
行

い
ま
す
。
食
を
テ
ー
マ
に
打
吹

ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う

　

と　

き　

８
月
９
日
（
土
）午
後
２
時
〜

　

と
こ
ろ　

打
吹
公
園
通
り

　

応
募
締
切　

７
月
28
日（
月
）　

　

   

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

く
ら
の
い
ち
出
店
者

 　

 

協
議
会  

浅
田
（
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
内
あ 

 
 

２
６―

６
１
１
１
／
い
２
６―

６
１
２
１
）

ス
タ
ッ
フ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集

　

ま
つ
り
当
日
の
運
営
を
支
え
る
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

　

ま
す
。あ
な
た
の
力
で
今
年
の
ま
つ

　

り
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

　

応
募
締
切　

７
月
23
日
（
水
）

　

  

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

打
吹
ま
つ
り

実
行
委
員
会
運
営
本
部
事
務
局
（
あ

０
８
０―

６
３
３
１―

７
８
２
７
／
い

２
２―

８
１
３
６
）

Ｔ
シ
ャ
ツ

　

第
32
回 

倉
吉
打
吹
ま
つ
り

■
小
学
生
金
管
パ
レ
ー
ド

□
女
み
こ
し

■
牛
鬼
パ
レ
ー
ド

□
屋
台（
山
車
）

■
飛
天
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ

□
み
つ
ぼ
し
踊
り
大
会

■
く
ら
の
い
ち

□
た
か
ら
屋
夜
市

参
加
者
・
出
店
者

        

を
募
集
！

■
ナ
ウ
い
市
民
シ
ョ
ー

　

☆
音
楽
ス
テ
ー
ジ

　

 

☆
打
吹
天
女
コ
ン
テ
ス
ト

　

 

☆
太
鼓
ス
テ
ー
ジ

□
楽
市
楽
座

■
飛
天
花
火
大
会

お
祭
り
★

　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
日（
土
）
※ 

会
場

：

銀
座
通
り
、
打
吹
公
園

通
り
、
白
壁
土
蔵
群
周
辺
ほ
か

10
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　

※ 

会
場

：

飛
天
夢
広
場【
倉
吉
大

橋
付
近
河
川
敷
】

■ 

打
吹
ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ

　

ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
好
評
発
売
中
！

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
売
上

　

は
、
ま
つ
り　

運
営
の
た
め
の

　

大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま

　

す
。
ぜ
ひ
こ
れ
を
着
て
ま
つ
り

　

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

打
吹
ま
つ
り 

実
行
委
員
会
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
担
当
Ｎ 

Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
（
あ
２
２―

９
７
９
１

／
い
２
２―

８
９
９
９
）
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■〈
国
保
〉平
成
20
年
度
の
保

険
料
〜「
後
期
高
齢
者
支
援

金
」に
つ
い
て
〜

   

こ
れ
ま
で
、
75
歳
以
上
の
人
は
、

国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な

が
ら「
老
人
保
健
」
で
医
療
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
各
医

療
保
険
者
は
、「
医
療
分
保
険
料
」

の
一
部
を「
老
人
保
健
拠
出
金
」
と

し
て
、
老
人
保
健
制
度
に
拠
出
す

る
こ
と
で
老
人
保
健
受
給
者
の
医

療
費
を
負
担
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
の
長
寿（
後

期
高
齢
者
）医
療
制
度
の
創
設
に
伴

い
、
こ
の
拠
出
金
に
充
て
て
い
た

医
療
分
保
険
料
を「
後
期
高
齢
者
支

援
金
」
と
し
て
明
確
に
し
、「
国
民

健
康
保
険
料
」と
区
分
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
保
険
料
の
料
率
な

ど
は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
が
、
平
成

19
年
度
の
医
療
保
険
分
の
料
率
と

平
成
20
年
度
か
ら
の
医
療
保
険
分

と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を
合
算

し
た
料
率
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■〈
国
保
〉長
寿
医
療
制
度
の

創
設
に
伴
う
保
険
料
の
軽
減

な
ど
の
激
変
緩
和
措
置

▼
長
寿
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
よ

り
、
世
帯
の
国
保
被
保
険
者
が
減

少
し
て
も
、
５
年
間
、
以
前
と
同

様
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
長

寿
医
療
制
度
へ
移
行
し
た
人
の
数

や
所
得
も
含
め
て
軽
減
判
定
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
移
行
に
よ
り
、

世
帯
の
国
保
の
被
保
険
者
が
１
人

に
な
っ
た
場
合
、
平
等
割
が
半
額

に
な
り
ま
す
。

▼
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用

者
保
険
か
ら
長
寿
医
療
制
度
へ
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
被
扶
養
者

（
旧
被
扶
養
者
）
が
新
た
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
場
合（
国
保

加
入
時
65
歳
以
上
に
限
り
ま
す
）、

所
得
割
、資
産
割
が
免
除
さ
れ
、
７

割
、５
割
軽
減
に
該
当
す
る
場
合
を

除
い
て
均
等
割
が
半
額
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
保
被
保
険
者
す

べ
て
が
、
旧
被
扶
養
者
だ
け
の
場

合
、
平
等
割
も
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
普
通
徴
収（
納
付

書
、
口
座
振
替
）
に
加
え
、、
次
の

要
件
す
べ
て
を
満
た
す
場
合
、
10

月
か
ら
特
別
徴
収（
年
金
引
き
）
が

始
ま
り
ま
す
。

▼ 

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

て
、
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
4

4

が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

▼ 

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る

▼ 

介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分

の
１
以
下

※ 

特
別
徴
収
対
象
者
が
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
申
し
出
に

よ
り
口
座
振
替
で
の
納
付
が
可

能
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
７
月
中
旬
に
お
届

け
す
る
通
知
書
に
同
封
す
る
文

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■〈
国
保
〉高
齢
受
給
者
証
の

自
己
負
担
割
合
の
定
期
判
定

を
行
い
ま
す

　

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月

末
に
な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
割
合

を
前
年
の
所
得
で
判
定
し
直
し

て
、
有
効
期
限
を
更
新
し
た
高
齢

受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

※ 

負
担
割
合
が「
３
割
」（
現
役
並

み
所
得
者
）
と
判
定
さ
れ
た
人

１９年度 ２０年度

医 

療 

分

国民健康保険分

医 

療 

分

国民健康保険分 後期高齢者支援分

所得割 ６．３％ 所得割 ５．０％ 所得割 １．３％

資産割 ２４．０％ 資産割 １９．０％ 資産割 ５．０％

均等割 ２２，０００円 均等割 １７，０００円 均等割 ５，０００円

平等割 ２０，０００円 平等割 １６，０００円 平等割 ４，０００円

賦課限度額 ５６０，０００円 賦課限度額 ４７０，０００円 賦課限度額 １２０，０００円

介 

護 

分

介護保険分

介 

護 

分

介護保険分

所得割 ０．６％ 所得割 ０．６％   　　　　　

資産割 ５．５％ 資産割 ５．５％　　　　　　

均等割 ５，５００円 均等割 ５，５００円　　　　　　

平等割 ３，５００円 平等割 ３，５００円　　　　　　

賦課限度額 ９０，０００円 賦課限度額 ９０，０００円　　　　　　

※所得割…被保険者の前年の所得により算出します。
※資産割…被保険者の固定資産税（都市計画税を除く）により算出します。
※均等割…世帯の被保険者の人数割です。
※平等割…１世帯あたりの金額です。

  
 

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気

や
け
が
の
と
き
、
安
心
し
て
診

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
が
相
互
に
助
け

合
う
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
費
用
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保

険
料
と
国
や
県
の
負
担
金
な

ど
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
こ
の
制
度
を
維

持
す
る
大
切
な
財
源
で
す
。

国民健康保険は
私たちの健康を守る助け合いの制度です

■〈
国
保
〉
特
別
徴
収（
年
金

引
き
）が
始
ま
り
ま
す



（5）平成 20.7

で
も
、
前
年
分
の
収
入
額
に
よ

り
、
申
請
に
よ
っ
て「
１
割
」（
一

般
）
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
受
給
者
証
に
同
封

す
る
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■〈
国
保
〉「
限
度
額
適
用（
・
標

準
負
担
額
減
額
）認
定
証
の
更

新
に
つ
い
て

　

入
院
時
に
使
用
す
る「
限
度
額

適
用（
・
標
準
負
担
額
減
額
）
認
定

証
」は
、
有
効
期
限
が
７
月
末
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
以
降
の
新
し
い
認
定
証
の

交
付
に
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
認
定
証
は
、
手
続
き
を

し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
に
な
り

ま
す
。
７
月
以
前
か
ら
引
き
続
き

利
用
す
る
場
合
は
、
早
め
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
限
度
額
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
、
保
険
料
の

滞
納
が
な
い
世
帯
の
人
で
す
。

と　

き

：

８
月
１
日（
金
）〜

と
こ
ろ

：

医
療
保
険
課
・
支
所
管

理
課（
関
金
支
所
）

必
要
な
も
の

：
保
険
証
・
印
鑑

■〈
国
保
〉８
月
か
ら
70
歳
以

上
の
高
額
療
養
費
自
己
負
担

限
度
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

　

判
定
基
準
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
寿
医
療
制
度
の
創
設

に
伴
い
、
自
己
負
担
割
合
が「
３

割
」に
な
っ
た
人
に
は
、
限
度
額
の

み「
一
般
」
と
な
る
激
変
緩
和
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

対　

象

：

同
一
世
帯
の
70
歳
以
上

の
国
保
被
保
険
者
が
１
人
で
、
次

の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
る
人
。

▼  

住
民
税
課
税
所
得
１
４
５
万
円

以
上
か
つ
年
間
収
入
３
８
３
万

円
以
上
の
人

▼  

国
保
か
ら
移
行
し
た
長
寿
医
療

制
度
で
医
療
を
受
け
る
人
の
収

入
を
含
め
る
と
、
年
間
収
入
合

計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
人

※ 
詳
し
く
は
、
高
齢
受
給
者
証

に
同
封
す
る
文
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■〈
国
保
〉
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
受
付
は
終
了
し
ま

し
た

　

今
年
度
の
国
保
人
間
ド
ッ
ク
お

よ
び
脳
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
は
、

定
員
に
達
し
ま
し
た
の
で
受
付
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
地
区
公
民
館
、
協
力

医
療
機
関
で
特
定
健
診（
長
寿
健

診
）
と
各
種
が
ん
検
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
健
康
管
理
の
た
め

に
も
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
の
際
は
、
受
診
券
と
保
険

証
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は「
く
ら

よ
し
健
康
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
受

診
に
つ
い
て

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
す
で
に

健
診
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
生
活
習
慣
病
の
危
険
性

を
早
期
に
発
見
し
て
、
生
活
習
慣

の
改
善
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

医
療
機
関
で
の
健
診
ま
た
は
、

地
区
公
民
館
な
ど
で
の
集
団
健
診

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●〈
長
寿
医
療
制
度
〉
保
険
料

に
関
す
る
通
知
書
が
届
き
ま
す

　

長
寿
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険

者
一
人
ひ
と
り
が
保
険
料
を
納
め

ま
す
。

　

す
で
に
、
４
月
に
仮
徴
収
の
対

象
と
な
っ
た
人
に
は
、
仮
徴
収
額

の
決
定
・
特
別
徴
収（
年
金
引
き
）

の
開
始
に
つ
い
て
通
知
し
、
徴
収

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
保
険
料
額
を
本
決

定
し
、
被
保
険
者
全
員
に
、
保
険

料
額
の
決
定
と
納
入
の
通
知
を
行

い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま
っ

て
い
な
い
人
な
ど
、
普
通
徴
収
で
納

め
る
場
合
は
、
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
か
ら
長
寿
医
療
制
度
へ
移
行
し

た
人
を
除
き
、
７
月
か
ら
納
付
書
な

ど
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※ 

国
民
健
康
保
険
と
同
様
に
、
特

別
徴
収
の
対
象
者
が
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
口
座
振
替

で
の
納
付
が
可
能
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
通

知
書
に
同
封
す
る
文
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●〈
長
寿
医
療
制
度
〉被
保
険

者
証
の
自
己
負
担
割
合
の
定

期
判
定
を
行
い
ま
す

　

７
月
末
に
、
被
保
険
者
証
の
負

担
割
合
を
前
年
の
所
得
で
判
定
し

ま
す
。

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
平

成
21
年
７
月
末
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
判
定
の
結
果
、
自
己
負
担
割

合
が
変
わ
る
人
に
は
、
新
し
い
被

保
険
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
な
お
、
変
更
が
な
い
場
合

は
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

を
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

※ 

国
保
と
同
様
に
、
申
請
に
よ
り

「
１
割
」
負
担
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
請
の
ご
案
内
を
個

別
に
お
届
け
し
ま
す
。

●〈
長
寿
医
療
制
度
〉「
限
度

額
適
用（
・
標
準
負
担
額
減
額
）

認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
が
入
院
時

に
使
用
す
る「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」の
有
効
期
限

は
７
月
末
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
以
降
の
新
し
い
認
定
証
の

交
付
に
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
認
定
証
は
、
手
続
き
を

し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
に
な
り

ま
す
。
７
月
以
前
か
ら
引
き
続
き

利
用
す
る
場
合
は
、
早
め
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き

：

８
月
１
日（
金
）〜

と
こ
ろ

：

医
療
保
険
課
・
支
所
管

理
課（
関
金
支
所
）

必
要
な
も
の

：

保
険
証
・
印
鑑

●〈
長
寿
医
療
制
度
〉８
月
か

ら
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限

度
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

　

長
寿
医
療
制
度
創
設
に
伴
い
、

自
己
負
担
割
合
の
判
定
が「
３
割
」

と
な
っ
た
人
に
つ
い
て
、
自
己
負

担
限
度
額
に
つ
い
て
の
み「
一
般
」

（
自
己
負
担
割
合
は「
３
割
」
を
適

用
）
の
区
分
と
な
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

対　

象

：

住
民
税
課
税
所
得

１
４
５
万
円
以
上
か
つ
年
間
収
入

３
８
３
万
円
以
上
の
人
で
、
同
一

世
帯
の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

の
収
入
を
含
め
る
と
、
年
間
収
入

合
計
が
５
２
０
万
円
未
満
の
人

※ 

こ
の
広
報
は
、
国
が
示
す
資
料

な
ど
に
基
づ
き
説
明
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
、
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

医
療
保
険
課（
あ
２
２―

８
１
２
４
／
い
２
２―

２
９
５
４
）

国民健康保険・長寿医療制度のお知らせ




